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Nick Adams物語の分析的解釈

鴨　　川　　卓　　博

An Analytical Reading of HNick Adams Stories'-II
●

Takahiro Kamogawa

In Our TimeのchapterVIのsketchに始まる戦傷回復期の4っのNickの物語では,少年

期青年期のそれらと比べて, 1っの違いが見られる｡これまで見てきた如く,1明らかにNickは

いくつかの現実の相に遭遇する度に,それに対応する姿勢を学びとり,人間の生き方について

の自覚をたかめてきた｡この間にNekの現実に対決する姿勢,行動態度に変化が見られるので

ある｡即ちHTheIndianCamp　の頃の初期のNekは否応なしに現実を知らされる受動的な姿

勢である｡それが誰かに授けられてではあっても,単なる傍観者の立場から,行為者の立場

(HTheKillers"が少年期ではこの変化を代表している)に立つようになり,やがて行為者とし

て自らの選択を行なうようになる｡ "TheBattler"ではalternativesは少ないが,それでも,前

進する,後退する,及び場所によって脇道にそれる,の3通りがあり　Nickは自ら選んで前進

し,更に道をそれてもみる｡叉"TheKillers"においてはNickは自らのalternativesを求め

て　Samの, Georgeの,それに第3の道,のうちから自分のとるべき道を選ぶのである｡更に

Nickが0leに色々と尋ねるのもこのalternatives探索に他ならない｡これらはいずれもNek

が自己の判断･自覚にもとづいて為す選択の例である｡ただこの段階でのNekの行動は積極性

という点から見ると,受動的protagonistのそれとみられる｡それが" Jig Two-HeartedRiv-

er"等ではNickは積極的に現実に対抗するという姿勢になる｡自己の立場,現実の相に対し

て正確な認識を持ち,慎重に,然も能動的に行動し,未知に対しては慎重にこれを避ける積極

的対抗者,能動的antagonistの姿勢に移行する　Nickが試行錯誤を繰返しながら,この"Big

Two-Hearted River"の能動的antagonistの姿勢をとるに到る出発点が,この短いinter･chap-

ter sketchでの"a separate peace'の宣言なのである｡その意味ではYoung, Cowley等の負

傷に対する注目は正しいと言えよう｡

1

戦傷からの回復期のNickを描いたものには"In Another Country/ "An Alpine Idyll"等も

加えられるが,これらに登場するprotagonistは"Ⅰ"であって　Nickとは命名されていない｡

1拙稿｢Nick Adams物語の分析的解釈(Ⅰ)｣ (｢鹿児島大学教育学部研究紀要｣第19巻(昭和43年3月))参照｡
本稿は同稿の第2部を為すものである｡
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それ故,差し当り,これらを後回しにして読んで行くことにする　Nickは身体上の負傷から回

復するに従って,精神的な傷からも立ち直ることになるのである｡ 〃NowILayMe,""AWay

You'll Never Be," "Cross-Country Snow"がその回復の過程である｡前2作はほぼ同じ時期の

ものであり　Nickはいずれの場合も身体的にはほとんど全快しているが,未だ軍服を着ている｡

3番目の物語ではNickはSwissで, skiingをやっており, civilianとなっているし, America

への帰国を予定している｡精神的には前2作が"Cross-CountrySnow　におけるよりずっと不

安定な状態であると見られる｡

"NowILayMe　ではNickは負傷した時の恐怖が強く残っている:

‥ I had been living for a long time with the knowledge that if I ever shut my

eyes in the dark and let myself go, my soul would go out of my body. I had been

that way for a long time, ever since I had been blown up at night and felt it go

out of me and go off and then come back.3

眠ると自分の魂が飛び去って行くのではないかという恐怖が,暗闇で寝ようとする時Nickを襲

う｡そのことを考えまいとするのだが,恐怖に打ち勝つことが出来ない｡結局何かを考え続けて,

眠らずにいる(layawake)以外に方法はない｡自分が鱒釣りに行った川,釣りの様子,川の状況

等を思い浮べる｡憶い出で釣りが出来ない時には,何度も何度もお祈りをし,自分の知っている

あらゆる人の為に祈る｡一人一人の為にHail MaryとLord's Prayerを言えば随分時間を要し,

ついには夜が明ける｡明るくなれば安心して眠れる｡

自分の経験して来たこと("everything that had ever happened to me")を思い起こす｡戦争

に行く前のことから逆に,時代を潮って,自分が記憶している一番古いこと一祖父の家の屋根裏

-まで思い起こし,再び時間順に戦争の頃まで下ってくる｡祖父が死んで後新らしい家に移るこ

とや,母が地下室の整理をやって,父が大切に保存しておったインディアンの土器や鉄を焼いた

時のこと等を思い起こす｡祈りも続かず,思い出すことも出来ない時は,動物や鳥や魚や食物の

名称,地名や通りの名を考える｡そしてこれらのいずれも思い出せない時はただ耳をすませて物

音を聴くのみである｡

この物語で問題にされているのは,物語前半部のNickの暗い夜の過ごし方と,後半のsilk･

wormsのたてる音を聴きながら起きていた或る一夜の経験,及びその夜居あわせた｢神経質で

眠られない｣ anorderlyとの会話(｢神経質｣な世間一般の考えが示されている)である｡この

2㍍IMが主人公になっているこれらの物語を　　　はいずれもNick物語の中に含めている(Young, Ernest

Hemingway (Now York: Rinehart, 1952), p. 30.) "Now I Lay Me"では〃Ⅰ"がprotagonistであり,明らか

に1人称物語であるが,りⅠ"は父親からHNick':と呼ばれる故,この日Ⅰ"がNickであることは明白である｡

これからの類推として,これらの1人称物語をNick物語に加えることは可能であり,恐らく妥当であろ

うが,便宜上別に検討することにし度い｡ 1人称物語と,これまで読んできた3人称物語であるNick物語

とでは,かなり判然とした差異があるが,これもNickの伝記を検討することを第1目標として,その差異

を現段階では無視することとする｡

3Hemingway, The Short Stories of Ernest Hemingway : The First Forty-Nine Stories and the Play The Fifth Column

(New York: Random House, n.d.) (以下First 49と略記), P- 461,
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両者の対立的な構成は,そのまま両者の経験,行動態度の違いに照応する　Nickはそれとは知

らずに眠った夜もあるが,意識しながら暗闇で眠ったことはなかった｡明りさえあれば,安んじ

て眠れるのに,そうでないと疲れて眠くても眠るのが怖ろしい｡これが負傷に起因するもので,

精神的なものであることは,物語の開始部と結末部に示される｡そしてこの様に客観的に示され

ていることは,この恐怖の実態がNickには(かなり)正確に把握されていることを示している｡

然しこの物語ではNickは恐怖に正面から挑戦して対決するという姿勢をとらない｡自分の精神

状態に対する正面からの対決は,その状態における自己の否定であり,それはNickにも出来な

い｡消極的ではあるが,恐怖状態に陥らない方策を講ずる以外の方法はない｡即ち何かに,恐怖

そのもの以外に精神を集中することである　Nickのこの時点での立場は,肉体的負傷が精神に

残した影響との対決なので,その影響を受けた精神を強化することが,最良の療法なのである｡

この精神強化の為にNickがとった方法は,精神を集中して自分の過去の経験を思い起こすこと

であった｡過去のことを思い出すということは,自分のこれまでの学習の復習であり,それによっ

て自己の立場を再確認することである｡彼が行なう　trout負shingのrehearsalが"itswhole

length"にわたるもので, "verycarefully　に為されることは,このことを裏書きする｡川の状

悲,釣の進行状況,餌についての知識･経験-なかでも餌を取る時の話は,物事に対処する人間

の採るべき基本的態度を示している｡餌をきらせて,自分で釣り上げた鱒を刻んで代用したり,

salamanderやcricketを使わなくてはならないようでは困る｡神に祈るのも,自分の心を強め

る手段であり,そのことは彼が自分の知っている人一人一人の為に祈蒔することでも判る｡祈る

こと自体よりも,正確に自分の過去を振り返り,環境を把握することに意味がある｡それに続い

て語られることも全て,自分の知識･立場の確認を意味している｡

物語後半はNickとorderly (当番兵)の会話から成っておる　orderlyは自分は他の兵士達

とは違う,自分は｢神経質｣だと言い,それ故に眠られないのだと考えている｡事実は本人の言

う通り｢神経的｣でNickと話をした後で,すぐに軒をかき始める｡彼はNickに眠られない理

由を尋ね,結婚を勧める｡これが普通の人間の不眠に対する対策なのである｡だが皮肉なことに,

このorderlyの結婚の話はNickに新たな精神集中,精神強化の手段一知っている娘達のことと,

その娘がどんなwifeになるかを想像することを教える｡この部分のNickとorderlyの会話の

違いは, 2人の心的立場,自覚の違いである｡

このようなNickの努力は,これより後の"AWay You'llNeverBe"や"Big Two-Hearted

River"と比べて見ると,その意味や位置が理解出来る｡ "AWay You'llNever Be"ではNick

は自分が狂乱(錯乱)状態にならないように努力しているにもかかわらず,何度も我を忘れそう

になる｡してみるとこの"NowILayMe':においてNickが怖れる"mysoulwouldgooutof

mybody"はIiterarymeaningの他に錯乱状態に陥ることを怖れていたことも示しているので

ある｡暗闇で眠られないのは錯乱の暗闇に自己を喪失し,見失うことを怖れてのことである｡そ

う見て来ればこの物語でNickが行なう自己再確認の努力も首肯出来る｡又この物語後半でor-
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derlyと話し,その中で自己の恐怖･不眠について"`Idon'tknow,John, ‥. `Igotinpretty

bad shape along early last spring and at night it bothers me/ "4と答えるのは,自分の状態

を他人に語れる段階にあることを示している　Nickが自己をsteadyに保つ為行なう精神集中

の手段がtrout丘shingのrehearsalであり,過去の自己を振り返る内省の行為なのである｡そ

してそのうちで最も有効なのは-最後まで繰り返し行ない得るのは　troutfishingであり,祈藤

である　Trout丘shing　にこのようなhealinge庁ectがあることは,次の物語でも"BigTwo-

Hearted River"でも示される｡又" Jig Two-Hearted River　でのNick　は祈藤を行なわない

点を考え合わせると面白い｡そしてこれらは"BigTwo-HeartedRiver"の理解に示唆を与え

る｡

"AWayYou'llNeverBe"ではNickはやはり暗闇では眠られないし,未だ精神的に不安定

な面があるが,より良く現実に対処することが出来るようになっている｡物語開始部で,極めて

正確に自分の立場を把握しながら最前線に出かけるNickは,死体の散らばり方から戦闘がどの

ように展開したかを見てとることが出来る程である｡所が,自分が明りが無いと眠られないと,

かつての戦友のCaptainParaviciniに告げる時,この自覚はあやしくなり,不十分であること

を暴露する｡

〃 ‥　What'sthematter? I dontseemcrazytoyou,doI?

"You seem in top-hole shape.

〃It's a hell of a nuisance once they've had you certi丘ed as nutty, Nick said.

〃No one ever has any con丘dence in you again."6
●

そして自分がこのように感じたことに失望する｡自信を失うのである｡古い経験を思い起こすが,

今度はより断片的で,恐怖,錯乱の直接原因である戦争一負傷の頃が中心になっている｡ "Now

ILayMe"で意識的に避けたと思われる負傷の場所　Fossalta　の郊外の川辺一水量の増した川

辺-,そこにある"a low house painted yellow with willows all around it and a low stable'7

が現われる｡このことは自分の恐怖の源に触れることで,それはそのまま錯乱状態に通ずること

を意味している｡ Nekが自信を失った時,最初に連想することが砲撃された時の　dugout　の兵

士達の混乱したhystericな様子であることが,これを証明する｡ Nickは口数が多くなり,兵士

達に自分の訪問の目的を話しているうちに脱線して,自分が何をしゃべっているのか判らなくな

る｡そして話はtrout丘shing用の餌にするIocustの説明になる｡これは錯乱した精神の自衛行

為とも言える｡やっと正気に戻ったNickはParaviciniに帰った方が良いと言われる｡

All right," said Nick. He felt it coming on again.

Hbid.,p.467.

5この自分の状態を他人に語るのにHA Way'You'llNeverBe"では,自分がcrazyであると言われたこと

に言及しているのと比べて,こちらの方は未だ陵味である｡

"First 49, p. 505.　　　　　　　　　　　　　　　Ubid., p. 506.
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=You understand?'　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.

"Of course, said Nick. He was tryingto hold it in.

"Anything of that sort should be done at night.

"Naturally, said Nick. He knew he could not stop it now.

"You see, I am commanding the battalion, Para said.

"And why shouldnt you be?　Nick said. Here it came. "You can read and

write, can't you?"8

そして旧友Paraviciniに憎まれ口をきく｡彼は昌を閉じる｡その時再び"thewhite且ashand

clublike impact, on his knees, hot-sweet choking, coughing it onto the rock"を感じ, "a

long, yellow house with a low stable and the river much wider than it was and stiller"9　が
J

目に浮ぶ｡彼には最前線は未だ戻るには早すぎ,彼の精神は充分に回復していないのである｡物

語発端部において示されたNickの精神のみかけの健全さはParaviciniにその不健全なことを

指摘されると,たちまち不健全な状態に逆戻りをしてしまうのである｡恐怖の源に触れてみる程

度にまでは回復していても,恐怖を克服はしていないのである｡ "BigTwo･HeartedRiver"で

慎重に自己の弱点を避けるNickは,この回復途上の失敗を再び繰り返すまいとする態度である｡

更に回復への努力が為され,自己の立場を取り乱すことなく理解･確認出来るようにならなけれ

ばならないのである｡

"Cross-CountrySnow"のNickがその段階を示している｡この作では,物語開始部でNick

は自分のやっていること,周囲の状況,友人Georgeの様子等を正確に観察している｡自分がス

ピードを出し過ぎていることも承知している｡この部分でのNickの失敗は"Hewouldnotlet

goandspill."10　と過分の自信を持つことである｡彼が知っている限り,観察した限りでは正し

くても,未知の要素のあることを失念したNekは,軟かい吹き寄せられた雪の所に来て転倒す

る｡然しその後は,自分の身体状況(足の負傷の為,未だテレマーク転回が出来ない),周囲の状

況(崖上の雪の様子,下り坂の終点にwirefenceがあって,そこで転回せねばならぬこと)杏

Georgeに尋ねたり,判断したりして,慎重に行動する｡彼の観察も判断も正鵠を得ている｡

Waitressの妊娠を最初に見落したNickは｢何故見落したか｣と反省し,同時に彼女のHtouchy'1

な原因まで見抜く｡然しNekは,これから先のことについては自信がなく,判断も正確でなく

なる　Statesに帰ることも｢多分そうなると思う｣ことだし, ｢知らない｣ことが多くなる｡丁

度彼等が目の前にしているブドウ酒の瓶やグラスが｢カラ｣であるように｡

Nickはskiing　に強い執着を示しており, " `There's nothing really can touch skiing, is

there'""とGeorgeに言い, Georgeが`‥It's tooswell to talkabout/ "と言い,何時までも

skiingを楽しむことを希望するのに同意する｡約束することは無意味であるが, skiingには

Hbidサp.511.イタリックス筆者o

lOIbid., p. 281.

Hbid., p. 512.

"Ibid., p. 283.
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｢ぜひ行かなくてはならない｣のである｡この執着はskiingが丘shing同様,12　確実に自己の

立場を認識し,自分の精神がgoastrayするのを防ぐ方途であることをNekが承知している故

である｡

精神を強化する為に自分の恐怖の源に立ち向わず,近づかず,何か他の事-skiingやprayers

や丘shingに没頭することは,然しながら,一種の逃避である｡ "BigTwo-HeartedRiver"に

このNickin escapeの姿を見るのは当然である｡

2

"BigTwo-Hearted River"は1っの連続した物語であるが,別々の題名を与えて2っの物語

にしても別に支障はないようである｡この作品では作家になっているNickが,或る人の住まな

くなった町の駅で列車を下りてからほぼ2日間の彼の行動が取り扱われている　Nickは唯1人

で1年前(Nickは知らないのだが)に焼けてしまった田舎に鱒釣りに出かける　Partiは列車

を下りてからその釣り場に着いて　　　を設営し寝るまでの第1日目のNickの行動である｡

彼が自分の装備と共に下車した場所は,かつてSeneyという町のあった所であるが,今は一面

の焼野原である｡彼が何年ぶりかで戻って来た所が焼野原であることは　Nickが唯1人で釣り

に来たこと(彼はこの物語で友人とTheBlackRiverで釣りをしたことを思い出す)と共に,

Nickが何事かを逃れて,個としての自己の立場を確認,確立しようとしていることを象徴的に

示しているとみられる｡彼はここに来たことが嬉しい｡全てを後にして,ここに来たことを幸福

だと思う｡過去を,恐怖の源を｡

‥. Nick felt happy. He felt he had left everything behind, the need for think-

ing, the need to write, other needs. It was all back of him."13

Nickは辺りが焼けて様子が変ってしまっているが,自分の居る場所を知っており,川の位置

を知っていた｡このことはNekが自分の過去の経験･学習から,現在自分の置かれている立場

を確実に承知していることを示している｡彼はCamp地に着くまで非常に苦労をして進む｡こ

の労苦,このritualisticな前進は　Nickの学習の苦労と,負傷からの回復の苦しみを示してお

ると共に,このPart全体の持つ意味-Nickの自己確立のritual-をも示している　Partiが

ほとんど独立した物語であるにも拘らず,唯Nekの鱒釣りの準備の行為と観察だけで終ってい

るのは,このPartの狙いがNekのsettlementにあることを明らかに示している｡一見何事

も起こらぬこのPartのNickの行為も,実はNickにとっては大変困難な自信回復と新たな自

己確立の儀式なのである｡それ故為遂げた時に喜びを感じるのである0

He had not been unhappy all day. This was different though. Now things were

done. Therehadbeen this to do. Now it was done. Ithad beenahard trip. He

12NickがGeorgeが何時までもskiを楽しみ度いと言うのに応じて自分がskiingに行き度いと言う場所は夏

丘shingに行った場所であるのは興味深い｡

"First 49, p. 308.
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was very tired. That was done. He had made his camp. He was settled. Noth-
●

ing could touch him. It was a good place to camp. He was there, in the good

place. He was in his home where he made it.14

そして空腹を感じるのである｡駅からCamp地までの旅は,従って　Nickにとって色々な労苦,

誘惑を持つ自己制御･自己確立の儀式の旅なのである　Camp地に向って歩く時, 1歩1歩自分

の行動を確認し,それを自己の規範に照らして是認する慎重な態度,鱒を見て心をおどらすが自

制すること, grasshoppersの様子を見てそれから火事のことを推測判断すること, coffeeを沸

かす時その方法についての確認を為すこと等がNickのこの姿を示しているのである｡この自制

と観察と判断がNickに彼の居る位置を一目で見渡たせるような"apieceofhighground"を

Camp地として選ばせ,彼に"goodplace　と言わせ, ｢家に居る｣と感じさせるのである｡この

土地が牧場やstretchofriverやswampを見渡たせることは意味が深い｡この様な位置に,こ

の様な方法で自己確立をする故,夕食を食べる時"Ivegotaright to eatthis kindofstuff, ‥

"15と言えるのである｡

この物語でNickの観察が正確であることは,戦傷以後のNickと共通であるが,この物語で

初めて自分の行動をはっきりと是認し,自己の行為を賞讃する｡自分の行動の規範をその程度に

まで確立したのである｡

PartIIは餌にするgrasshoppersを集め,食事をしてから,鱒釣りをし,そしてその日はこ

れまでと打ち切るまでの第2日昌の　Nick　の観察と行動である｡ここで問題になることは,

grasshopperを集める時や　breakfastの準備をする時のNickもさることながら,実際に川に

入って釣りをするNekにより意味があるように思われる｡針にかかった小さな鱒を逃がしてや

ること,これまで見たこともない程大きな鱒がかかった時のNickの動揺(確立した筈の自己の

立場の動揺･喪失),その結果としての失敗(leaderの切断,鱒の逃亡), 2匹の満足すべき魚を釣

り上げること,川の様子の観察･判断,自分で判断出来ない彼に未知のswampを避けること等

の意味は,学習途上のNickの努力と,その結果と限界とみられ,叉Nickの成長度を示してい

ると思われる｡

この段階でのNickはtrout丘shingを極めてritualisticにやることを通じて,彼の行動の規

範を確立しようとするのである｡川に入るまでの準備や,最初の1匹を逃がしてやる時の周到な

配慮がこれを示している｡だがこれが未だ十分に確立されていないことは"Hefeltawkward

and professionally happy with all his equipment hanging from him."16　と不安定な気持を持

つことで最初から示されており, 2度目に餌をつけた時幸運のまじないをしたり,大きな鱒がか

かった時に,彼が興奮し,動揺し,｢気分が悪く｣なり,座ったほうが良いと感ずることから判断

uIbid., p. 313,

"Ibid., p. 321

15Ibid.
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される｡従ってその後で彼は川から上って,再び彼の居る位置を確認し, thefeelingofdisap-

pointmentの去るのを待たなければならない｡そしてその後で初めて満足出来る鱒を釣り上げ

ることが出来るのである｡彼には自分の失敗の原因が判っており,彼の学習の限界を承知してい

るのである｡次の2匹を釣り上げる時の慎重な手順や, swampに入って行かないことがこれを

示している｡このswampは彼には未知なものであり,彼の目には(人間にも,太陽の光にも)

impenetrableに見えるのである｡彼がswampを眼前にした時,本を読み度いと思うのは興味

深い｡体験的に学習出来ない時,未知に直面した時,読書が力強い教授者となるのであろう｡も

っと学習を重ねた時swampに入って行ける日が来るのである｡

戦傷期以後のNickの学習･努力は,彼自身の持つ人間としての不条理との対決でもあった｡

そのことは"AWayYou'llNeverBe"での錯乱状態のNick自身が,彼の努力にも拘らずun-

controlableなもので,彼の努力と人間としての誇りを裏切るのである｡ "Cross-Country Snow'

でも"BigTwo-HeartedRiver'でも,彼は十分注意しているのに失敗をする｡それ故にこそ,

彼は自分の行動に厳しい制約を課し,自己の行為を1っ1っritualの如くその是否を判断する

のである｡自分のこれまでの学習から得たjudgmentに適う行動を是とし,それに自信を持つ

Nickと,自己の弱点とそれに基く制約･代替という｢2つの心｣をNick　自身の中に持つので

ある｡積極的に現実を直視し,それと対決しようとするantagonistの行動のaestheticsといえ

よう｡

3

N ekの伝記の一番最後を構成するものは"Fathers andSons"である｡ "A Way You'll Never

Be"に見られた物語の筋と思い出･連想を思い切って混ぜ合わせた手法で,人間の意識の赴くま

まに作品を展開する｡従って作品の雰囲気としてはNickの伝記上この作の前に位置する"Big

Two-HeartedRiver"とは相当に異なる｡連想･回想が多く作中に入って来る点は,自己の経験

の復習としての位置づげの上でこれらの作品に共通であるが, "FathersandSons'においては

その意義が異なっている｡これまでのまでのNickの復習は自己の学習の為であったが,今度は

自分の息子の教育･学習に際して行われるのである｡作の題が複数形であるのは,父親とNick,

Nickと息子の2っの｢父と子｣の関係のあることを示しているものであるが,このことは,又

Nekの学習と息子の学習との重ね合わせも意味している｡この物語で38才になった作家Nick

は息子を連れて田舎町の辺りを車を走らせている｡｢回り道｣の表示のある町の入口を,その指示

を無視して通り抜け,秋の盛りの畑のそばを走っている｡彼はその畑や木の伐られた林を見て,

うずらの巣の位置や鳥の飛ぶ方向を想像し,心の中でうずら狩りを行なっている｡その時彼は自

分にhuntingを教えて呉れた父のことを思い出す｡息子を傍らに座らせたNick　は自分の少年

時代に父から教わった事,父が教えることが出来なかった事を思い浮べる｡無意識のうちに17

17Nickは自分が父のことを思い出し,自分が父に教えられなかったこと一性への開眼の経験を思い出してい

る時息子の存在を完全に忘れているのは,彼が無意識に比較をやっていることを示す｡
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Nickは自分の受けた教育と,自分が息子に与えているそれとの比較を為すのである｡従ってこ

の作はNickの伝記のうちで,父親Nickの自分の父親についての再認識･再評価を通じて為す

学習と,少年Nickの学習の記録という2っの性格を持つ｡父親がNickに教えたこと,教える

ことが出来なかったこと,父親がNickに対してもっていた意味-Nickが教師として尊敬し,

その長所を認め,感謝もした父,又反抗し,それから独立しようとした優越者としての父(父の

小さくなったシャツを着ることを嫌い,捨てることはこのNickの姿を示す), Nickが未だ父親

のことを書けない理由となっているその死-を自分の子供の教育に際して改めて考え,父親とし

ての自分の取るべき立場を学習するNickの姿が措かれているのである｡そして同時にそうする

ことによって,これまでのNickの伝記の中で欠けていた丘shing,huntingとsexへのmitia-

tionを語ると共に,更に成長したNickのこれまでの父親観をも示している｡

Fishingとhuntingの手ほどきは父親のNickに対する教育のsoundな面で　Nick　は今で

も父に感謝している　Fishingが　　　と共に負傷したNickのrecuperationに効果のあるこ

とを見れば,このsoundnessは単に父親がうまく教えることが出来たというだけではなく,そ

の教授の内容がsoundであることをも意味する｡一方sexへのinitiation　は父親がうまく行な

うことが出来ず,教えた内容も　Nick　に正しく理解されなかった　unsoundなものであった｡

Nickのこれに関する初期の学習がそうであったように,これは所詮" ‥. eachmanlearns

all there isforhim toknow aboutitwithoutadvice."18　なのであろう｡そしてNickのこの

self-educationはIndian campの後の森で為されたのである　Nickは今でもこの森に行く道を

良く憶えているが,その道が複雑なのは,このeducationの過程がintricateであることを示し

ている｡

Nickのsexへの開眼は既にHTenIndians"で恋の経験が述べられておるし,今度が初めて

でないことは,この物語で初めてのsexualintercourseの体験が語られる時, "again　という

語が使われていることで示される19　Nickの伝記の上で=TheEndofSomething"の前に位置

するとみられる"TenIndians"における　Nick　の性への開眼は,伝記の年代にふさわしく,檀

めて幼稚で単に未知に対する好奇心といったものであった｡彼は彼のgirlであるIndian娘

Prudence Mitchellとの関係を友人からteaseされ"hollow and happy'20　と感ずる｡だが帰宅

後父に彼女が他の少年と　quiteatimeを過ごしていたと聞かされて失恋を知る｡然し,この恋

も失恋も彼自身が友人にteaseされた時,彼女との関係を否定していることから見ても,単に彼

の想像上のもので, " `IfIfeel thisway myheartmustbe broken/ "21という程度のものであ

る｡従って,翌朝起きた時には彼が失恋したことは忘れている｡その意味では"Fathersand

"First 49, p. 588.

*-Ibid.9 p. 430.

19Ibid., p. 591.

zubid., p. 434.
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Sons"の思い出の中の少年Nickがsexそのものへの手ほどきと,その面での開眼を示している

のである｡

この物語ではNick　は2度sexualintercourseを行なうが,その初めのものはほとんど何の

意味も持たない｡相手のIndian娘Trudyは兄Billyの眼前での行為を嫌わず,従って行為の

後のNickの感懐は"TenIndians"で感じたと同じ=hollowandhappy"22である　Nickが2

度目の行為の際Billyに｢あっちに行け｣と言うことは,彼が行なうことが子供の性戯から大人

の性交へ展開していることを示す｡従って終ったあとで彼等は｢子供が生まれる｣ということを

話題にする｡前回には全然これが話題にならず,話題になったのはshootingに関することであ

った｡この大人への成長に必要なprocessはNickが想像の中でTrudyとBillyの兄Eddieを

射殺し,そして叉その命を助けてやるという行為を為すことであった｡自己の個有の意志で他人

に立ち向い,然もそれにsuperiorの立場に立つ｢自我｣の目覚である｡それ故Billyの見てい

る所でTrudyに求められても,再び子供の性戯を為すわけにはゆかぬ｡ " ‥　hewasaman

now."23　なのである｡この2度目の性交がNick　に斎らした感懐は　〃SomethinginsideNick

hadgonealongwayaway."24　であり, " ‥　thegreatbirdflownlikeanowl in thetwi-

light, ‥　"25　なのである(Hemingwayが性交時における　climaxを表現するのにこのよう

な愉えをするのは,その感覚を副詞の羅列で表わすことと共に, ForWhomtheBell Tollsにお

いて更に良く示されている｡)これを前回の行為の後の感懐と比べれば,その意味の違いから

Nickの成長が知られる　Nickが自分の｢大人｣への成長とsexを密接に結びつけて思い出す

ことは,これが父親(大人)が彼(子供)に教えるのに失敗した故であり,彼自身(大人)もこ

のことを息子(子供)に語れないことを示している｡

"Itshard to say, Nick Adams said. Could you say she did丘rst what no one

has ever done better and mention plump brown legs, flat belly, hard little breasts,

well holding arms, quick searching tongue, the Rat eyes, the good taste of mouth,

then uncomfortably, tightly, sweetly, moistly, lovely, tightly, achingly, fully,

finally, unendingly, never-endingly, never-to-endingly, suddenly ended, the great

bird flown like an owl in the twilight, only it daylight in the woods and hemlock

needles stuck against your belly.26
●

蓋し　sex同様｢自我｣は自ら学びとられ,大人には自ら成長しなくてほならないのである｡

Fishingやhuntingとはその点で違うのである｡

Nickが父親のことを思うことは,父親がNickに一種のobsessionとなっていることをも同

時に示していると見られる｡殊に父親が"sound　であった面一点shing, hunting-で｡父の眼が

**Ibid., p. 591.

2*Ibid.y p. 593.

26Ibid.

�"Ibid., p. 592.

2SIbid., p. 595.
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異常に良かったことはNickに対して2っの意味を持つ｡ 1っは父がNickより明らかにhunter

として優れた素質を持っていることで,それがNickに劣等感を与える｡他の1っはそのような

優れた素質を持つ人の常としてnervousであり,それが彼を"a trap thathe hadhelped only

alittletoset"27　にかかって死なせる　‖badluck"となっているのである｡父がこの"trap"に

かかって自殺することはNickに強いobsessionを与え　Nickはそれ故未だ父の事を書けない｡

父親は彼なりに自分の生き方をしており,28　それは確かに"agoodstory"になる筈ではあった

が　Nickは未だそれを作品に書いて,いっも彼がやって来たように, "getridofit"すること

が出来ない｡これは父親の死がNickに強いobsessionとなっていることを示すと共に,この作

の今1っの問題点一即ち作家Nick　の創作観及び創作習慣をも示している29　Nickが父親の墓

に詣でることが出来ないのも,父の死がobsessionとなっていることを示す｡

このように父親Nickは息子にIndianのことを尋ねられて,自分が父親として,手ほどきを

する者として"unsound　な面を持っていることを知ったが,そのことが自分の父親に対する認

識を改め, obsessionから解放される第1歩となるものである｡更に息子にNickの父の墓に詣

でることを要求されて,このunsoundnessを決定的に自覚させられる｡墓に詣でることは,父

親について,その死について書くのと同様,それを客観化するという意義があり, obsessionか

らの解放,その生き方をそれなりに認めることを意味するのである｡従ってNick　は"We'll

havetogo‥ ‥ I canseewe'llhavetogo.''30　と息子の言うことの正当性を認めざるを得ない｡

こうしてこの物語では教授者としての学習が示されるのである｡

4

以上のNick (Nicholas) Adamsという名を持ったprotagonistの登場する物語の他にNickの

伝記を構成するとみられる1人称体の"I storiesがある｡ "NowILayMe"については既に分

析を行なったが,この他に"The Light of the World," "In Another Country, "An Alpine

Idyll"がある｡この他にも1人称物語はあるが, "ANaturalHistoryoftheDead　を除いて他

は"Ⅰ"は単なるobserverでnarratorであるに止まり　Nickの伝記上何らかの位置を占めると

は考えられない｡ "ANaturalHistoryoftheDead　の位置づげについては,それが｢博物誌｣

であるという性格上,伝記のある一時期を画すというよりは,或る年令(恐らく相当の年配)に

達したNickの｢死｣に対する考え方,生死観とでもいうべきものを示していると考えるべきで

ある｡そうなるとinvisible"Ⅰ"の存在するsketch的なもの-その典型はInOur Timeにおけ

る短いinter-chaptersketch-と同じものと考えられる｡それ故Nekが何等かの姿でその

2Ubid., pp. 587-588.

28Undertakerが父の死顔をmake-upする時,彼等はほんのcertain dashingly executed repairsをしただけ

で,顔は永い間かかってmakingitselfであったことから明らかである｡

29Young, op. cit., p. 33.　　　　　　　　　　　　　　�"First 49, p. 597.
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storyの一部に加わるこれまでのNick物語とは異質のものとなっている　Nickの伝記を構成

するものは必ずしもその語られている事件そのものにNickが直接参加してはいない場合ももあ

るが,何等かの形でそれに立ち合っている｡我々はこれまでNick物語の中でNickが傍観者な

いし観察者としてのprotagonistから受動的行動者へ,更に能動的対抗者へと展開して行く姿を

見てきた｡これらは"NowILayMe"を除いて全て3人称体で語られており,上述の如き発展

を措くのに客観的視点の存在を装っていた｡ 1人称視点で語る物語は"Ⅰ"が単なる　narratorで

あるよりは, "Ⅰ"自身がその語られる物語のprotagonistでもある場合に一層その有効性を発揮

出来るものである｡ともすれば1人称物語では当然narrator-protagonistは観察者･傍観者で

はなく,少なくとも受動的行為者でなくてはならない｡語られている事件･出来事に何らかの形

で関与(partake)していなくてはならない｡今"NowILayMe"をも含めて,これらの1人称物

語を見てみると,これまで読んで来た3人称体の物語と比べて,特にprotagonistが能動的であ

るとも積極的であるとも考えられない｡ "NowILayMe　でNickが眠られない自分の努力につ

いて,その能動的対抗者としての姿勢で語ることを除けば,他の物語はむしろ"Ⅰ"はobserver

的である｡してみると,これらの物語が1人称体である理由が問題となる｡これが単に作者の窓

意によるものでないとすれば,我々はこれの物語に他のNick物語や他の3人称体の物語と異な

った何かを見る筈である｡これがこれらの物語の理解に役立つことは明らかである｡これらの物

語に共通なことは,既に述べた如く, "Ⅰ"がobserver的であることである｡一方"I"storyと

して"Ⅰ"はpartakerであることを要求されてもいる｡然らば如何なる形で"Ⅰ"はpartakeする

のであろうか｡先ず"NowILayme"はその典型として"Ⅰ"は"Ⅰ"自身を観察し,前半で"Ⅰ"

自身の心の闘いに加わり,後半でorderlyとの会話に加わる｡然しこの後半で重要なのは"Ⅰ"

が会話に際してorderlyの説に対して為した反応である｡ "Ⅰ"はorderlyの説にも拘らず,心の

中の闘いで新たなenforcementを得たのである｡ "Ⅰ"は会話に加わったが,その会話は"Ⅰ"に

直接的,外面的参加ではなく,精神的参加を求める結果になった｡その他の"Ⅰ"物語においても

"ⅠMは語られている事件･出来事そのものに直接参加することはしない｡このことは"Ⅰ"が事件

に精神的Ievelでpartakeしていることを示すものと考えられる｡これらの短篇をNickという

名がprotagonist-"Ⅰ"に与えられていないにも拘らず　Nick　の伝記の一部を為すと考える場合

には,この考察は重要かつ不可欠である｡即ち"Ⅰ"はobserverとして事件を観察し,然もその

事件に精神的に参加しているのである｡ "Ⅰ"-Nickのinitiationという観点から　Nickが何を,

如何様に学び取ったかを示す故である｡それ故これらを既に見てきたNickの伝記の上に位置づ

けして読んでゆくことにする｡ "Ⅰ"の年令,負傷の回復の度合等から"TheLightoftheWorld,"

"In Another Country, "An Alpine Idyll"の順序となり,それぞれ,家を離れている少年Nick,

戦傷からの回復期(肉体的therapyを受けている時期),負傷から精神的にも回復しようとして

いる時に相当する｡



26　　　　　　　　　　　　　　　Nick Adams物語の分析的解釈(II)

〃TheLightof the World"は"Ⅰ",即ちNick,が17才の時31の物語で, "The Battler"よりは

後で"TheKillers"とほぼ同時期のものである｡友人Tomと一緒にNekは旅行をしている｡

ある町のbar (或は安食堂)に入って,そこのbartenderに追い出される　Bartenderはこの2

人の恐らくは浮浪少年の実態を見抜いたので,店に居られると困るので追っ払ったのである｡

Bartenderが2人が入って来るのを見て, free-lunch bowls-その中にはpickled pigs feetが

入っている-の蓋をすること,そして2人をpunks　と言いstinkと悪口を言うことがこのこと

を示している｡この時Nickは,このいわば向うから来たNickには理由の無い無茶(現実世界,

現実生活の不条理の1っの相)を避けようとする｡彼は腹を立てる(いくら腹を立てても勝ち目

は無いのであるが),そしてTomに"Listen‥ ‥ Let'sgetout."32　と言う｡この物語で"Ⅰ"の

観察した主たる出来事ではないこの部分は,こうした"Ⅰ"即ちNickの位置づげと見られる｡ 2

人はそこから鉄道の駅の待合室に行く｡そこで彼等が見たものは,少なくともNickが家庭に居

ては学ぶことの出来ない,出合うことのない人間性の一面であった　Fivewhores,sixwhite

menそれにfourIndiansの居る待合室がNickがこれまでに知らされていなかったsexの持つ

多くの面のうち1っをNickに教えるのである　Nickは　りFathersandSons'において子供ら

しい性戯から大人の性愛へのinitiationを記録しており,年令的には未だこの時はMichiganの

自分の家に居るから,この"TheLightoftheWorldにおけるよりも年が若い｡従って,この

時("FathersandSons )のNickのinitiationは｢sexそのものへ｣であって,｢sexの意味する

ものへ｣ではなかった｡今"I"(Nick)は現実社会におけるsexの姿とその意味を知ることにな

る｡

彼等が入って来た時, 1番最初に声を掛けたのは顔や手の色が白く,そこに居あわせた白人の

1人に｢いっもIemonjuiceをつけているんだ｣と言われる程のほっそりした手を持ったcook

であった｡彼はその場に居た樵の1人に"He'sasisterhimself."33　と言われる通り　homo-

sexuahstで"Ⅰ"等2人の若者に興味を示す｡この　cook　と対称的な位置を占めるのが5人の

whoresであるが,中でも350poundsはありそうな女である　Cookが,自分がからかわれた時

に笑ったこの女に文句をつけて, "You big disgusting mountain of月[esh."34　とののしることで

この関係が示される｡娼婦達がここに居ることは　sexが人間社会の堕落と醜悪の象徴となって

いることを示している｡殊に5人のうち5人まで不自然さ,異常さを持っている点からそう言え

る｡ 5人のうち3人は最初の女同様太っており, 250poundsは十分あり,太った3人とも見る方

向によって色が変って見える服を着ている｡この"changeable silk dress'はdeceptivenessを

示すとみられ,見る人間は,どれが真の姿か判らなくなるのである｡残りの2人は髪をper-

31Nick ("Ⅰ")は年令を聞かれて, "We're seventeen and nineteen." (Ibid., p. 485.)と答える　Nickがnine-

teenとも取れるが,作中Tomの方がNickより積極性があることを考え合わせるとTomを年長と考える

方が適当と思われる｡

�"Ibid., p. 483.

uIbid.

�"Ibid., p. 484.
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oxideでblondeに見せている,その他の点では普通の娼婦なのである　paroxide　の意味は

changeablesilkdressと同じである｡ 1番太った娼婦もNick達に親しみと興味を示す｡そして,

自分を,更に仲間を2人に紹介する｡ここにhomosexual対heterosexualの対立関係が,どち

らも不自然,異常な姿で持ち込まれる｡ "Ⅰ"即ちNickはこの物語でsexの社会的意味-whores

がその実在と存在意義を示し,その不自然な婆が虚偽と醜悪を示す-を知らされ,更にこの対立

関係でその倒錯が示される｡

話題がたまたまSteveKetchelなるchampionboxerのことになると, paroxide blondeの1

人が,自分がSteveの愛人であったと言い始め, Aliceと呼ばれる350poundsの娼婦も,自分

こそSteveの恋人だと主張して,口論になる｡お互いに"Youbigmountainofpus. "You

driedupoldhot-waterbottle."35　とののしり合う｡我々読者はどちらが正しいのか,或は相方

共正しくないのか知らされないのであるが,この2人の娼婦達の主張の底にあるものは,前者で

は"We were married in the eyes of God and I belong to him right now and always will

andallof meishis. Idontcare about mybody. Theycan take my body. Mysoulbe-

longstoSteveKetchell."36　という考えであり,娼婦の心底にある生きがいとも,心意気ともい

うべき倒錯心理であり,後者では　〃I remember when he said it [`Youre a lovely piece,

Alice/] and I was a lovely piece then exactly as he said, and right now Im a better piece

thanyou/'37　という思い出と,競争心である｡美しい声をしたAliceは, paroxide同様,自分

のmemory一恐らくそれは自分で創り上げたillusionなのであろう-のみを拠り所に,倒錯した

人生を生きているのである　NickはこのようなAliceの顔を見て, "shehadaboutthepret-

tiestfaceIeversaw."38　と思う　Tomはこの様子を見て, 〃Comeon. Let'sgo."39　と"Ⅰ"杏

うながす｡更にTomはcookに向って,自分達が行くのは"Theotherwayfromyou.であ

ると言う｡こうしてNickは倒錯したsexの世界から, illusionの世界から離れることになるの

である｡かくして我々はNickの学習の物語の中でsexの意味と,その倒錯した姿へのmitia-

tionという他のNek物語に欠けている部分を補うことが出来るのである｡

〃Ⅰ"物語のうちで次の期になる"InAnotherCountry"は,これまでの伝記のうちで欠けてい

た戦場での負傷と"a separate peace 'の宣言{In Our TimeのChapter VIのinter-chapter)

と,負傷に起因する恐怖心の為夜眠られなくて苦しんでいる"NowILayMe"の間のNickの

病院における肉体的回復期に相当するものである｡この物語の"Ⅰ"がNickであることは前の作

よりはずっと明らかな根拠が与えられている｡ "Ⅰ"はMilanの病院で外傷の治った後rehabili･

tationの為,｢足｣の機能回復訓練を受けている｡ "Ⅰ"の負傷は膝部であり,未だその膝が曲らな

**Ibid., p. 488.

*Ubid., p. 48a

�"Ibid.

*'Ibid., p. 487.

**Ibid.9 p. 489.
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い｡ "Cross-CountrySnow"でもNickの｢膝｣はtelemarkに必要な程度に曲げることが出来

ない｡ =Ⅰ"の訓練を受けている現在,戦争は未だ続いておるが, "Ⅰ"はseparatepeaceの宣言を

した状態であり,未だ〃AWayYou'llNeverBe"のNickの様に前線に帰って行かない｡ " ‥

The war was always there, but we did not go to it any more."40 ". ‥ There was always

the war, but we were not going to it any more."41と2度も　separate peaceの宣言を確認す

る｡更に"Ⅰ"は死ぬことを非常に怖れており,夜1人で寝ていると死ぬのではないかと心配にな

る｡そして暗闇が恐く,夜帰宅する時streetlightの近くを歩くことにしている｡以上の点は全

て"Ⅰ"がNickの伝記上で丁度この物語がcoverしている時期のNickに相当していることを示

すものである｡

この作品でHemingwayの求めたthemesの1っは,後に彼がAFarewell to Arms (1929)

で追求したもので,そのことはこの長篇のドイツ語版の題名がこの短篇と同義のInEinem

AndernLand42　であることでも明らかであるが,この短篇においては,学習者としての"Ⅰ〃即

ちNekが居る点　Nickの伝記物語としてのこの短篇の位置を示している｡尚この題名が

MarloweのTheJewofMaltaから取られたものであることはYoungによって指摘されたので

あるが,その詩行から相手の女が死ぬことが暗示されている｡43　この作で"I"(Nick)は負傷後

の機能回復訓練を受ける為毎日病院で訓練機を使って膝を曲げる練習をしている｡そこに集る同

じようなpatientsの中に1人のmajorが居る｡叉他に"Ⅰ"同様のmedalを貰った者も居る｡

彼等はまるでhunting-hawksのようであるが, "Ⅰ〃はそうではない｡ "Ⅰ"がmedalを貰ったの

は,その賞状にある美しい形容詞を除いてみれば,結局"Ⅰ"がAmerica人であるからであった｡

従って彼等は"Ⅰ"に距離を置いている｡ "Ⅰ"がこの物語で学ぶ最初のことはこれである｡りⅠ"が

膝が曲らなくて苦しんでいる時,隣の機械で子供の手のようにwitheredした手の回復訓練をし

ているmajorが居る｡彼は戦前はイタリー1番のfencerであった｡そして彼は自分でこの機械

の効力を信じていないにも拘らず,極めてregularly　に通院する｡ 3篇の"Ⅰ"物語が"Ⅰ"の

partakerとしての役割を主として事件又はobjectを見て学ぶことに置いているが,この物語で

は"Ⅰ"はこのmajorをobserveして学ぶことになるのである｡

このmajorはbraveryを信じない｡これは機械の効力を信じないことと共通しており,この

cold-awakeな態度はA Farewell to ArmsのFrederic Henryがglory等という空虚な言葉を

信じないのと共通する｡実体のない空虚なものを信ずることはillusionを信ずることで,現実の

不条理に対抗することは出来ないのである｡機械の効力を信じないのに彼は1日も欠かさず治療

"Ibid., p. 365. ^Ibid., p. 367.

42Cited in Young, op. cit., p. 31.

iZIbid. MarloweのTheJew of Malta, iv, 1549-1551にThau hast committed-/Fornication? but that was

in another Country:/And besides, the Wench is dead.とある｡尚同じ箇所がT. S. EliotのりPortrait ofa

Lady"にも引かれている｡
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を受けにやって来る｡彼は自分が良くなると思って来るのではない｡彼が"1"(Nick)がItaly

語のgrammarの進歩が遅いにも拘らず"Ⅰ"にgrammarを指導するのと同様,軍人としての義

務感　cold-awakeな人間としての立場の確認という観点から続けているのである｡彼が治療を

受ける時の姿勢". ‥ he sat straight up in his chair with his right hand thrust into the ma-

chine and looked straight ahead at the wall. ‥"44の示す如く, straightで代表される毅然

たる態度である｡それ故彼は"Ⅰ"が結婚するつもりだと言うのを聞いて, "Themoreof afool

you are.と言うのである｡ "If he is to lose everything, he should not place himself in a po-

sition to lose that. He should not place himself in a position to lose. He should丘nd things

hecannotlose."45　というのが彼の説の根拠で,彼は自分が負傷して前線にもどらぬということ

が判るまで結婚しないでいたのであった｡その彼は妻の急死によって,自分が結婚することによ

って"aposition to lose"に自分の身を置いていたということを知ったのであった｡それ故"Ⅰ"

に｢結婚するな｣と言うのである｡ 3日休んだ後majorは再びその効力を信じないmachineで

therapytreatmentを受ける為もどって来る｡敗れた為失った自己確立の再開である｡ "I"(Nick)

が学ぶ教訓はこの"not toplace himself in aposition to lose"ということと,自己確立のcold-

awakeなstraightな態度である｡

"An Alpine Idyll"とりCross-Country Snow"と同時期のものと思われるが,季節が晩春であ

ることと, "Ⅰ"が"Iwasa littletiredofskiing. Wehadstayedtoolong."46と考える所から

みると, ｢何時までもskiingを続け度い｣と望む後者よりは後の発展した思考段階であるが,未

だAmericaには帰っていない｡

この物語はWiesbadenerhdtteから　Galtur　に下って来た2人のskiers, Nick　とJohnが

churchyardの脇を通ってinnに着き,そこで食事をするまでの短い時間の見聞の記録である｡

5月になった今ではskiingは既に無条件に楽しめるものではなくなっている｡このことはNick

にとってあれ程効果的であったskiingのrecuperation　の力がもはや不要になっていることを

示しているものと思われる｡それだけ"Ⅰ"が自信を回復したということであろう｡物語の中で語

られる1人の農夫が妻の死に際して為した奇妙な且つ不気味な振舞いのエピソードも,それ自体

は非常にshockingでghastlyでsicklyなものであるが, "Ⅰ"はそれ程驚きもしない｡ただ5

月の陽光が物事をunrealに見せているので,それが真実かどうかを問うのみである｡即ち負傷

から回復し,精神を強化して,現実のさまざまな不条理に対抗する力に余裕の出来た"Ⅰ"ばこ

の話をidyllicに聞くのである｡それ故にこの話を聞いた後で｢気分が悪く｣ならないで,食事

をする気になれるのである｡ "TheKillers"ではNickは現実の不条理,それに対するreaction

のalternativesの無さに耐えかねて町を出ようと決心する｡ 〃AnAlpine Ldyll"では"Ⅰ"はこ

"First 49., p. 369.

"Ibid., p. 442.

A5Ibid.



30　　　　　　　　　　　　　　　Nick Adams物語の分析的解釈II)

の話をidyllと開くことが出来る｡即ちある事物(object)を見た時,かくreactすべきだという

常識的行動･反応の規範にとらわれない｡幻想を抱かず,狂暴･醜悪な現実にcold-awakeな態

度で立ち向うようになるのである　Disillusionmentの世界にこの程度にまで入っているものと

考えられる｡

lL^^^Es　現巨　岩

以上, NickAdamsの伝記物語を構成する短篇の分析的解釈を試みてきたが,この他に　The

First Forty･Nine Storiesを構成している他の物語にNick Adams以外の名前を持ちながら,事

実上これまで読んできた伝記上に位置を与えられることによって,その解釈に有効な光が当てら

れることが出来るものが多くある｡ (例"Up in Michigan/'〃Soldier's Home/: "The Gambler,

the Nun, and the Radio," etc.)又invisible "Ⅰ"が存在するとみなされる3人称物語("Mr. and

Mrs. Elliot," "Hills Like White Elephants," "Fifty Grand," etc.)もこのperspectiveを与えて

読むことで, Hemingway短篇の持つ酸味さを解く手がかりが得られるものと考えられる｡本稿

は,従って,次に予定されているこれらの短篇の分析的解釈の先駆となるものである｡


